













































ものであろう。今回は紙幅の関係上本書の冒頭、序文及び第 1 巻第 10 章まで
の訳出に留まらざるを得なかったが、本稿と平行して刊行される『金沢大学
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と思われる。但し本行文でカッシウスのファースト・ネームが G ではなく C で示
されている理由は不明。 





























4 マルコ・スティッチ・ホーエネムスは教皇ピウス 4 世の甥にして、その姉妹カ
ルラ・デ・メディチの息子。軍人としてイタリア戦争や対オスマン帝国戦におい
ても活躍。1561 年枢機卿叙任。 
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19 マキアヴェッリ『ディスコルスィ』I-18, III-16 参照。 
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し、ママエア自身にも 8 巻 4 章末尾で言及している。 
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24 侵略者に対する統一された国家と分裂した国家の抵抗力の相違については、マ

























                                                        
25 ウェゲティウス『戦争論』(De re militari) Ⅲ-10 
26 1580 年にスペインのフェリペ２世は、ポルトガルのエンリケ１世の没後に同
国とその海外植民地をスペインに併合した。 
27 1494 年 6 月 7 日にスペインとポルトガルの間に結ばれたトルデシリャス条約
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イン領と定められた。その後マゼランの世界一周の成功により地球球体説が実証
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ことについてはそうではない（Nec quemquam iam ferre potest Caesarumque 
                                                        
29 マキアヴエッリ『ディスコルスィ』Ⅲ-20。マキアヴェッリのこの行文は、リ
ヴィウス『ローマ史』ⅴ-27 を出典としている。 
30 注 14 と同じくマキアヴエッリ『ディスコルスィ』Ⅲ-20 を参照。 
31 マキアヴェッリ『ディスコルスィ』Ⅲ-20 及び『戦争の技法』Ⅵ-30。リヴィウ
ス『ローマ史』ⅩⅩⅣ-50 を典拠とする。 







(vinculm fidei est melioribus parere)からであり、またディオニシウスの言によ
れば「劣等者が優等者に服従すべきだということは、天然自然の永遠の理法
















                                                        
32 ハルカルナッソスのディオニシウス『ローマ古代誌』Ⅰ-5。 
33 アリストテレス『政治学』Ⅲ-13, 1284b 29-35; Ⅲ-17, 1288a 15-20; Ⅶ-3, 1325b 
7-10。 
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ンリッヒ 1 世、オットー1 世（彼が不当にも叙任権を僭称しなかったとした
上でのことではあるが36）、オットー3 世、ルードヴィヒ 2 世、ジギズムント
帝、フリードリッヒ 3 世、カール 5 世、フェルディナント帝を挙げることが
できよう。フランスの王たちにおいてはクローヴィス王、カール・マルテル
（彼は王位に昇ることはなかったが）、ピピン、カール大帝、賢王シャルル、








ならない）、アルフオンソ 8 世、アラゴン王ヤーコポ、フェルディナント 3















マソ、イノケンティウス 1 世、大教皇レオ［1 世］、ペラギウス、グレゴリウ
ス 1 世及び彼の後継者ボニファティウス 4 世、ヴィタリアヌス、アデオダー
トゥス、レオ 2 世、その生活の聖性から〈天使教皇〉と称されたコノン、コ
ンスタンティヌス、グレゴリウス 2 世と 3 世、ザカリウス 1 世、ステファヌ
ス 2 世、ハドリアヌス 1 世、レオ 3 世、パスカリス 1 世、貧者の教皇エウゲ
ニウス 2 世、レオ 4 世、意に反して推戴されたベネディクトゥス 3 世、自身
の意に反し不在時に教皇位に推戴されたニコラウス1世、ハドリアヌス2世、
ヨハネス 4 世、レオ 9 世（彼は皇帝ハインリッヒにより選出されたため一私
人としてローマに入城し、その後に人民により正規の手続きに従って教皇位
に選出された）、ニコラウス 2 世、その不在時に選出されたアレクサンデル 2
世、教会の自由とそれ以前皇帝たちに抑圧されていたローマ聖座の権威を確
立したグレゴリウス 8 世37、不信心者たちへのかの英雄的遠征［第 1 回十字
軍］の主唱者たるウルバヌス 2 世、素意に反し選出されたパスカリス 2 世、
カリストゥス 2 世、アナスタジウス 4 世、教会分裂や皇帝フリードリヒに対
し堅忍不抜を示したアレクサンデル 3 世、クレメンス 3 世と 4 世（後者はそ
の甥が、複数の聖堂参事会員職を保有することを許さなかった）、その生活の
清廉潔白と習慣の謙虚さにより「一徹者」(il composito)と称せられたニコラ
ウス 3 世、自身の素意に反し選出されたニコラウス 5 世がいる。 
 
 
                                                        







ンリッヒ 1 世、オットー1 世（彼が不当にも叙任権を僭称しなかったとした
上でのことではあるが36）、オットー3 世、ルードヴィヒ 2 世、ジギズムント
帝、フリードリッヒ 3 世、カール 5 世、フェルディナント帝を挙げることが
できよう。フランスの王たちにおいてはクローヴィス王、カール・マルテル
（彼は王位に昇ることはなかったが）、ピピン、カール大帝、賢王シャルル、








ならない）、アルフオンソ 8 世、アラゴン王ヤーコポ、フェルディナント 3















マソ、イノケンティウス 1 世、大教皇レオ［1 世］、ペラギウス、グレゴリウ
ス 1 世及び彼の後継者ボニファティウス 4 世、ヴィタリアヌス、アデオダー
トゥス、レオ 2 世、その生活の聖性から〈天使教皇〉と称されたコノン、コ
ンスタンティヌス、グレゴリウス 2 世と 3 世、ザカリウス 1 世、ステファヌ
ス 2 世、ハドリアヌス 1 世、レオ 3 世、パスカリス 1 世、貧者の教皇エウゲ
ニウス 2 世、レオ 4 世、意に反して推戴されたベネディクトゥス 3 世、自身
の意に反し不在時に教皇位に推戴されたニコラウス1世、ハドリアヌス2世、
ヨハネス 4 世、レオ 9 世（彼は皇帝ハインリッヒにより選出されたため一私
人としてローマに入城し、その後に人民により正規の手続きに従って教皇位
に選出された）、ニコラウス 2 世、その不在時に選出されたアレクサンデル 2
世、教会の自由とそれ以前皇帝たちに抑圧されていたローマ聖座の権威を確
立したグレゴリウス 8 世37、不信心者たちへのかの英雄的遠征［第 1 回十字
軍］の主唱者たるウルバヌス 2 世、素意に反し選出されたパスカリス 2 世、
カリストゥス 2 世、アナスタジウス 4 世、教会分裂や皇帝フリードリヒに対
し堅忍不抜を示したアレクサンデル 3 世、クレメンス 3 世と 4 世（後者はそ
の甥が、複数の聖堂参事会員職を保有することを許さなかった）、その生活の
清廉潔白と習慣の謙虚さにより「一徹者」(il composito)と称せられたニコラ
ウス 3 世、自身の素意に反し選出されたニコラウス 5 世がいる。 
 
 
                                                        
37 明らかにグレゴリウス 7 世の事績と混同されている。 
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